










　２月２５日、今年は例年になく寒さがまだ残るなかで、アレルギー疾患講演会をアレル
ギー協会中国支部との共催で実施いたしました。
　この会は、南岡山医療センターをアレルギーのメッカにしたいという強い思いのもと当
時、岡山大学第二内科教授であった木村先生と前院長の高橋先生のリードで平成５年から始
まり、毎年かかさず２月のアレルギー週間の頃に開催をしてきました。
　今年はアレルギー疾患対策基本法が施行される年でもあることから、来年度からの岡山県
でのアレルギー対策を岡山県庁の山野井課長に講演をしていただき、続いて“じんましん”に
ついて藤原医長、アレルギー食について伊東栄養管理室長からとつづき、最後に、“子供の
アレルギー”ということで、岡山大学の池田教授に講演をしてもらいました。

　参加者も１０９名と例年より多く参加していただき、また、引き続きの開催を求める声も多く聞こえておりました。
　さて、表題にあります様に、“最後のアレルギー疾患講演会”とした理由は、先ほどふれた様に、来年度からは岡山県
でのアレルギー対策の一環として、アレルギー拠点病院が定めら
れ、拠点病院を中心として、いろいろな対策が講じられることと
なります。
　当南岡山医療センターがその拠点病院となる事は、まだ確定し
ていませんが、ほぼ決定と言ってもよい状況だと思います。
　そして、拠点病院事業の第一弾として市民、県民向けの講演会
を実施することとなり、従来の形はこれで終了といたします。

　アレルギー疾患はありふれた病気ですが、それゆえに多くの間
違った情報が流れている様です。これからは、当南岡山医療セン
ターが中心となって、アレルギー疾患対策が行われるよう皆様に
もご協力をお願いします。

アレルギー疾患講演会　開催最後の

　当院大会議室で２月１５日（木）、西部
島根医療福祉センター阪田健嗣先生をお招
きし、障がい者虐待防止研修が行われまし
た。
　サービス事業所における虐待発生要因
は、虐待をした「個人の要素」よりも、
「組織的要因」が大きい、再発を防止する
には組織としてどの様に動けば良いか等、
実践的な例を多く挙げてわかりやすく語ら
れました。
　参加した職員からは大変参考になると好
評でした。意識改革のために繰り返しの研
修が大切だということを自覚するととも
に、ひとりひとりの利用者様を尊重するこ
とがだと再認識させられました。

障がい者への虐待防止に向けて障がい者への虐待防止に向けて
～支援者としてどのように考えればよいか～～支援者としてどのように考えればよいか～

療育指導室長　峯石　裕之
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名誉院長　宗田　良
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